
 

  

  

吹田市議会に国への「意見書」提出を求めて陳情 

短期間に 27 団体が民商の呼びかけに賛同 
 消費税廃止吹田連絡会（各界連）は 9 月 12 日、現在開会中の吹田市議会に対

して「国に対し『消費税増税中止を求める意見書』の提出を求める陳情書」を提

出しました。各市議会会派に対しても要請行動を行ないました。 

民商では 8 月 28 日に吹田市内の業者団体や労働組合、住民団体に国会請願署

名とともに意見書への賛同を求める要望書を郵送しました。 

 その後、各界連に参加する、新婦人の会や相川診療所、消費税なくす会、民商

が手分けして団体を訪問したり電話したりして再度要請。民商では 11 の支部が

短期間に吹田市内の業者団体を手分けして訪問しました。直接、民商の事務所に

届けていただいた団体代表者もいました。そして、27の団体から賛同していただ

きました。民商の 11支部も入れると 38団体となりました。 
 

《ご賛同いただいた商業団体・業者団体》 

柳通り商店街、高浜橋通商店会、日の出商店会、吹田市東片山商店会協同組合、

建設コープおおさか北大阪支部、メロード吹田オーナーズクラブ、 

大阪府製麺組合吹田支部、竹見台マーケット商人会、高野台Ｂ１商店会、 

佐竹台ショップセンター、千里山商工会、関大前商店会 

 

全国商工交流会に吹田から 4 名が参加 
 9月 7日、8日の 2日間、岡山市で第 18回全国商工研究・交流集会が開催され

ました。吹田民商からは後藤さん（畳店）、塚本さん（機械修理、レンタル）、事

務局から西尾さんと生駒さんの 4名が参加しました。後藤さんは、全商連からの

要請で、自らの経営姿勢をパネラー発言しました。翌日の分科会「異業種交流と

ネットワーク」でも発言して大いに注目されました。 

 西尾局長は中小企業振興条例・・・」の分科会に参加し条例制定後の吹田市の

産業施策を報告しました。墨田区、東大阪市、帯広市、与謝野町の経験にも学び

ました。この分科会では京都大学の岡田先生が助言者を務めました。 

塚本さんは「新しいビジネスチャンスをどう見つけるか」、生駒さんは「地域商

業」の分科会に参加しました。初めて参加した塚本さんは「刺激をうけた。自ら

の生き方に係わることがよくわかった」と感想を述べていました。 

 

伝言板 
無料法律相談（要連絡） 9月 19日（木）昼 1 時 00分 

北大阪総合法律事務所から弁護士さんがきます。 
 

「経営交流会・お店訪問」 9月 25日（水）夜 7 時 30分   

千里山の金津さんを訪問してその経営に学びます。 

（場所は千里山ピーコックのすぐそばです） 

第２回吹田夜の街オリエンテーリング 

 
半年ぶりに飲食店スタンプラリーに取り組むことになりました。2 回目もＪＲ

吹田駅周辺が対象です。1回目は 3月 23日に 19店舗、74名の参加でした。お店

の方からも、ラリー参加者からも「楽しかった」と喜んでいただきました。 

2 回目は１店でも、1 名でも多くの方々が参加していただけたらと思い企画し

ました。会員の皆さん、読者の皆さんのご協力をお願いします。 

 

日時  10 月 12 日（土）夜 6 時 20 分集合 

スタートは説明会終了後の夜 6 時 45 分。ゴールは夜 9 時 10 分。 

 

集合場所 さんくす第 4 会議室（さんくすホールのあるところです） 

参加費 1 人 3000 円 ＊グループ参加の方は「組」で申し込んでください。  

参加締切 10月 8 日（火） 

＊ 詳しくは事務局へお尋ねください。 

 

飲食店スタンプラリーとは？   安心の出会い場 

① 3 人から 4 人一組で、地図を片手に、指定された 3 店舗を探して、その店

で飲食を楽しみ、飲食店のスタンプを集めます。 

 

② 2時間余で 3店舗を回り、指定された時刻までに集合場所まで戻っていただ

きゴール。ゴール後の抽選会では金券（特賞 1万円）が当たります。 

 

③ 参加は、グループでの参加はもちろん、お一人様からの参加もできます。 


